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 ４４４４．．．．研究代表研究代表研究代表研究代表 者者者者    

氏   名 所属機関・部局名 職  名 備  考 

福原 美三 慶応義塾大学・SFC 研究所 上席研究員 
 

 

 

 ５５５５．．．．研究分担研究分担研究分担研究分担 者者者者    

氏   名 所属機関・部局名 職  名 備  考 

三谷 正信 札幌医科大学・保健医療学部 准教授 
 

 

岡部 成玄 北海道大学・情報基盤センター 教授 
 

 

野坂 政司 北海道大学・情報基盤センター 教授 
 

 

布施 泉 北海道大学・情報基盤センター 教授 
 

 

合川 正幸 北海道大学・高等教育推進機構 特任准教授 
 

 

 

６６６６．．．．共同研究共同研究共同研究共同研究のののの成果成果成果成果    

日本オープンコースウェアコンソーシアム（JOCW）で公開している各種コンテンツの利用法に

ついての調査・研究を行った。特に，ネットブックや iPhone を始めとするスマートフォン，iPad

等のモバイル機器が浸透しつつある現状を踏まえ，これらの機器を使用したモバイルラーニングに

ついての可能性について着目した。同時に，利用者の利便性を高めるため，JOCW 参加大学が個別

に公開しているさまざまな形式のコンテンツを共通のプラットフォーム上で活用することを検討し

た。 

 

1. JOCW 参加大学，利用者へのアンケート調査 

各大学が OCW で公開しているコンテンツについて，正規科目，公開講座等それぞれのコース数

や，iTunes で公開している映像などについてメールを用いて調査した。 

また，NTT レゾナント株式会社に委託し，Web アンケートを実施した。 

 

2. ワークショップの開催 

共同研究者間での共通認識構築のため，ワークショップを開催した。日本 OCW コンソーシアム，

慶応大学，東京大学，北海道大学の OCW 担当者からそれぞれの現状報告があり，札幌医科大学の

担当者からモバイルラーニングの実践例の報告があった。その上で，ワークショップ形式で Schooly

（キャスタリア株式会社）と Handbook（インフォテリア株式会社）というモバイルラーニング環

境のテストを行った。 

これにより，モバイルラーニングについての理解を深め，今後の共同研究をさらに発展させるこ

とが可能になった。 

本ワークショップの講演映像は北海道大学オープンコースウェアで公開する予定である。 
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（研究成果のつづき） 

 

研究会プログラム 

3 月 10 日（木）  

14:00～15:00 コンテンツとその利用状況 1 

 「日本での OCW 活動の現状と展望」 福原美三（慶応義塾大学） 

 「北大 OCW の現状と課題」 合川正幸（北海道大学） 

15:15～17:15 ワークショップ 1 

 「ソーシャルラーニング Web 時代のマナビを考える」 

山脇智志（キャスタリア株式会社） 

  

3 月 11 日（金）  

10:00～11:00 コンテンツとその利用状況 2 

 「東京大学におけるオープンエデュケーション」 重田勝介（東京大学） 

 「医学教育における mobile Learning」 三谷正信（札幌医科大学） 

11:15～12:15 ワークショップ 2 

 「Handbook 体験セミナー」 甲斐淳仁（インフォテリア株式会社） 

 

 

3. 問題点と可能性の検討 

ワークショップの開催により，OCW コンテンツの状況とアプリケーションについての理解を深

めることができた。現在の問題点を確認し，本共同研究のさらなる発展に向けた検討を行った。 

 

 

このように，本研究では OCW で公開しているコンテンツ，特に映像コンテンツの利用に着目し，

モバイルラーニングでの活用について調査・研究を行った。共同研究者が一堂に会した研究会を開

催することで，共通認識の構築が進み，今後の研究をさらに発展させることが可能になった。 

本研究の成果については，今後，学会・研究会等で報告する予定である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


